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2020 年 2 月 12 日 

報道関係者各位 

慶應義塾大学 

 

WHO『身体活動に関する世界行動計画 2018-2030』の日本語版完成と 

「慶應スポーツ SDGs シンポジウム 2020」の開催（2/29） 

～東京 2020 イヤーに考える持続可能なスポーツ・身体活動～ 

 
慶應義塾大学スポーツ医学研究センター・大学院健康マネジメント研究科は、世界保健機関

（World Health Organization: WHO）が 2018 年 6 月に発表した身体活動に関する世界行動計

画（Global Action Plan on Physical Activity 2018-2030: GAPPA）の日本での取り組みに尽力

し、日本語版の作成を進めてきました。 
このたび、日本語版完成を契機として、「慶應スポーツ SDGs シンポジウム 2020」を開催しま

す。東京 2020 イヤーに考える持続可能なスポーツ・身体活動について、学内外のステークホル

ダーが集まり、今後行うべきことを考えます。ぜひご取材のほど、お願い申し上げます。 

1．趣旨 
 WHO では、2018 年 5 月の総会で決議された GAPPA を 6 月に発表しました。GAPPA では身

体不活動者を 2025 年までに 10％、2030 年までに 15％減らすことを目的に、4 つの行動目標

（create active societies, create active environments, create active people, create active 
systems）と、どの国でも適用・応用可能なエビデンスのある 20 の政策措置を提案しています。 
これらは 2030 年の持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals：SDGs）のうち 13

の領域と相互連携しており、その達成に貢献し得うることが示されています。そして、健康やス

ポーツ分野だけでなく、都市計画・交通・アカデミアなどが協力して、社会としてシステム思考

で実施していく必要があることを強調しています。 
このたび、スポーツ医学研究センターと大学院健康マネジメント研究科が GAPPA の日本語

版を作成し、Web サイトで公開しました（sports.hc.keio.ac.jp/ja/news/2020/02/who2018-
2030.html）。これを記念して学際的なシンポジウムを開催します。今後のコンソーシアム形成

も視野に、東京 2020 イヤーに考える持続可能なスポーツ・身体活動について行うべきことを発

信します。本シンポジウムでは、WHO 西太平洋事務局の特別講演の他に、SDGs、システムデ

ザイン、公衆衛生・ヘルスプロモーション、スポーツ医学の専門家による講演とパネルディス

カッションを予定しています。 

2．「慶應スポーツ SDGs シンポジウム 2020」開催概要 
日 時： 2020 年 2 月 29 日（土）13:00～17:00（12:30 開場） 
会 場： 慶應義塾大学日吉キャンパス協生館 藤原洋記念ホール 

（東急東横線・目黒線／横浜市営地下鉄 日吉駅下車 徒歩 1 分） 
入場料： 無料 
主 催： 慶應義塾大学 
担  当： スポーツ医学研究センター、大学院健康マネジメント研究科、大学院システムデ     

ザイン・マネジメント研究科、体育研究所、SFC 研究所×SDG ラボ、 
医学部スポーツ医学総合センター、グローバルリサーチインスティテュート

http://sports.hc.keio.ac.jp/ja/news/2020/02/who2018-2030.html
http://sports.hc.keio.ac.jp/ja/news/2020/02/who2018-2030.html
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内 容： 
 
特別講演：「Make more moments active – contribution of physical activity on the  

sustainable development goals」 
WHO Western Pacific Regional Office. Technical Officer for Health Promotion 
Riitta-Maija HÄMÄLÄINEN 

講演①：「スポーツ×SDG」 
 大学院政策・メディア研究科教授 蟹江憲史 

講演②：「システム×デザイン思考でヒトもマチも元気に」 
大学院システムデザイン・マネジメント研究科教授 神武直彦 

講演③：「身体的活動促進のための世界行動計画 2018-2030 日本での展開と世界への発信」 
 スポーツ医学研究センター・大学院健康マネジメント研究科准教授 小熊祐子 

講演④：「オリンピックレガシーと健康」 
 スポーツ医学研究センター・大学院健康マネジメント研究科教授 石田浩之 

パネルディスカッション 
パネル展示（オリンピックレガシー、SDGs 関連） 

  
申し込み：以下の Web サイトをご覧のうえ、お申込みください。 

  http://sports.hc.keio.ac.jp/ja/news/2020/02/sdgs2020.html   
         （当日受付も可能です。） 

 

 シンポジウム問い合わせ先：慶應義塾大学スポーツ医学研究センター  
電話  045-566-1090 
FAX   045-566-1067 
e-mail  keiosportssdgs@gmail.com  

 
※ご取材の際には、事前に下記までご一報くださいますようお願い申し上げます。 
※本リリースは文部科学記者会、科学記者会、各社科学部、社会部等に送信しております。 
本発表資料のお問い合わせ先 
慶應義塾広報室（並木） 
TEL：03-5427-1541  FAX：03-5441-7640 
Email：m-pr@adst.keio.ac.jp     https://www.keio.ac.jp/ 
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